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公益社団法人日本医学物理学会    

公益社団法人日本放射線技術学会   

公益社団法人日本放射線腫瘍学会   

                       （五十音順） 

 

1. はじめに  

  患者に安全な医療を提供することは、医療の最も基本的な要件の一つである。放射線治療にお

いても同様であり、定期的に放射線治療装置の出力線量等を測定し評価することは、安全で効果

的な放射線治療を提供するための有用な方法の一つである。2000 年代初頭に判明した複数の放射

線治療における誤照射事故の教訓から、医療施設内での安全管理体制のみならず第三者による評

価も必要と認識されるようになった。2018 年には「がん診療連携拠点病院の指定要件」における

放射線治療の提供体制として、第三者機関による出力線量測定を行うことが求められることとな

り、2021 年には第三者機関による出力線量測定によって誤照射事故の存在が明らかとなった。 

今後、がん診療連携拠点病院に限らず、放射線治療を実施するすべての医療機関において誤照

射を防止する体制を整備することは喫緊の課題であり、このたび、「放射線治療における第三者

機関による出力線量評価に関するガイドライン 2019」を改訂し、本ガイドラインを作成した。 

 

2. 放射線治療実施医療施設における第三者出力線量測定 

放射線治療実施医療施設は「外部放射線治療におけるQAシステムガイドライン2016年版」（日

本放射線腫瘍学会編）[1] に従って、保有する放射線治療装置の線量精度を許容範囲内に保つよう

定期的な品質管理を自ら行うとともに、3 年に 1 回以上の頻度で第三者出力線量評価機関による出

力線量測定を実施することを強く推奨する。 

第三者出力線量評価機関としては、後述の日本放射線腫瘍学会、日本医学物理学会、日本放射

線技術学会の 3 学会による第三者出力線量評価認定制度で認定された「日本放射線腫瘍学会 第三

者出力線量評価認定機関」や出力線量測定に関する第三者機関として試験所認定（ISO/IEC17025）

を受けた機関等が挙げられる。 

 

3. 第三者出力線量評価におけるレベル分類 

第三者出力線量評価機関による評価項目は次のレベル 1からレベル 4 とする。 

 レベル 1 

・ 必須項目：光子線の校正条件における出力線量 
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 レベル 2 

光子線の非校正条件における軸上・軸外線量（相対値） 

・ 必須項目：照射野サイズを変化させた軸上線量 

・ 必須以外の項目（例）：ウェッジ使用ビーム、オフセット位置、異なる照射野サイズ（対

称/非対称ビーム）、異なる深さの線量 

 

電子線の校正条件・非校正における軸上線量 

・ 必須項目：校正条件の出力線量 

・ 必須以外の項目（例）：異なる照射野サイズの線量 

 レベル 3 

光子線の治療計画装置による計算値と実測値の⽐較 

・ 必須項目：不整形照射野における軸上の治療計画装置を使用した線量 

・ 必須以外の項目（例）：MLC 整形照射野、不均質物質、極小照射野ビームのプロファイル、

単門の強度変調ビームのプロファイル 

 レベル 4 

人体模擬ファントムを使用した高精度放射線治療の end to end 試験 

・ 必須項目：なし 

・ 必須以外の項目（例）：強度変調放射線治療や定位放射線治療等の高精度放射線治療の

end to end 試験  

 

4. 第三者出力線量評価機関による測定方法と測定不確かさ 

放射線治療における第三者出力線量評価機関による出力線量測定方法を以下のように分類する。 

① 訪問による出力線量測定  

評価対象の放射線治療装置の出力線量を、第三者出力線量評価機関の者が訪問し、本邦の最

新の測定プロトコル[2]に従い測定し、出力線量の妥当性を評価することをいう。 

② 郵送による出力線量測定  

評価対象の放射線治療装置の出力線量を、第三者出力線量評価機関の者が訪問せず、測定機

器一式を郵送し、評価対象施設の者が第三者出力線量評価機関から提供されたマニュアルに

従い照射・返送し、第三者出力線量評価機関の者が、出力線量の妥当性を評価することをい

う。 

 

 出力線量測定には、使用する測定器に応じた不確かさが存在する[3-6]。放射線治療実施医療施

設はその事実を認識し、第三者出力線量評価機関による出力線量測定の結果を参

考として、自施設の基準線量をはじめとする全ての出力線量に責任を持たなければならない。 

 

 



3 
 

5. 日本放射線腫瘍学会 第三者出力線量評価認定施設および第三者出力線量評価認定機関   

日本放射線腫瘍学会、日本医学物理学会、日本放射線技術学会の3学会による第三者出力線量評

価認定制度により、2023 年 6 月から日本放射線腫瘍学会 第三者出力線量評価認定施設および日本

放射線腫瘍学会 第三者出力線量評価認定機関の認定事業が開始された。認定要件については、第

三者出力線量評価認定制度規程で定められている[7]。日本放射線腫瘍学会 第三者出力線量評価

認定施設および第三者出力線量評価認定機関については日本放射線腫瘍学会ウェブサイトで公表

する。 

なお、「放射線治療における第三者機関による出力線量評価に関するガイドライン 2019」で規

定された暫定第三者出力線量評価認定機関は 2024 年 3 月末まで有効とする。 

      

6. 遠隔放射線治療計画加算施設基準、がん診療連携拠点病院指定要件および日本放射線腫瘍学会

認定施設規程における第三者機関 

遠隔放射線治療計画加算に関する施設基準[8]として「第三者機関による直線加速器の出力線量

の評価」とある。また、がん診療連携拠点病院の指定要件[9]の一つとして「第三者機関による出

力線量測定を行い、放射線治療の品質管理を行うこと。」とある。さらに日本放射線腫瘍学会認

定施設規程では「第三者機関による放射線治療装置の出力線量の評価を１回／３年以上受け、結

果が許容範囲内である。」ことが施設基準として定められている[10]。これらの第三者機関とは、

本ガイドラインで示す第三者出力線量評価機関を指す。 

 

7. おわりに  

本ガイドラインは、放射線治療を実施するすべての医療機関において誤照射を防止する体制を

整備することを目的として、第三者機関による出力線量測定について定義した。今後、放射線治

療における医療の質の評価は、第三者出力線量評価機関による出力線量測定およびその評価のみ

ならず、位置精度評価[11]、不均質補正評価[12]、放射線治療実施体制全般を評価する包括的第

三者評価、診療の質評価指標（Quality Indicator）を利用した放射線治療実施体制全般の評価

[13]、地域支援を基盤とした相互評価体制など、さまざまな形態を組み合わせて運用されること

が予想される。これらの運用により安全で質の高い放射線治療が提供されることを期待する。 

 

用語の定義  

本ガイドラインに用いる用語について下記のように定義した。本定義の作成にあたっては、厚

生労働省の科学研究開発評価に関する指針[14]を参考とした。 

● 第三者 

出力線量測定に関与する第三者とは、放射線治療を実施する医療施設とは異なる独立した組

織または個人を示すものとする。放射線治療実施医療施設との間で、利益誘導、利害関係、

あるいは利益相反が生じることのないよう配慮する必要があり、該当する第三者が営利企業

である場合、第三者出力線量測定・評価業務とその他の営利活動は明確に区分されるべきで

ある。 
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 第三者出力線量評価機関 

放射線治療実施医療施設の出力線量を第三者として評価可能な機関をいう。測定した出力線

量評価結果に対する責任を有する。 

● 出力線量 

測定対象となる放射線治療装置から出力される放射線量。一般に水吸収線量を用いて評価さ

れる。 

● 基準線量 

測定対象となる放射線治療装置の出力線量を評価する基準となる線量。一般に、適切に校正

された電離箱線量計・電位計などを用いて、本邦の最新の測定プロトコル[2]に準じて測定さ

れた水吸収線量またはその線量と相互校正された検出器で測定された水吸収線量をいう。放

射線治療実施医療施設は基準線量に対して±2%以内の精度を確保しなければならない [1、

15]。 
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利益相反に関する記載 

日本放射線腫瘍学会の定める「利益相反に関する指針」

（https://www.jastro.or.jp/medicalpersonnel/aboutus/cat5/post-55.html）に基づき, 

ガイドライン執筆メンバーの利益相反を開示する。ガイドライン公表の前年から過去 3 年分を開

示事項ごとにまとめて記載した。顧問、株保有・利益、特許使用料、原稿料、寄付講座、組織利

益相反の寄付金・その他の事項については該当する委員がいなかったこと から割愛した。 

また、開示すべき利益相反がない委員の掲載は割愛した。 

  年 4.講演料 6.研究費 7.寄付金 9.その他 組織 COI_6.研究費 
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澁谷 景子 2021 アストラゼネカ         

辰己 大作 2021       エレクタ   

2022       エレクタ、RTQM

システム 

  

中村 光宏 2022   バリアン 日立製作所     

 

第三者出力線量評価など品質管理に関する活動を実施する団体での役員等に関する記載 

（ガイドライン公表の前年から過去 3 年分：2020～2022 年分） 
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理事：池田 恢 
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